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一端午の節句一
端午の節句は中国伝来の風習で邪気を払う

ためしょうぶを用いました。

　やがて、しょうぶが尚武に通ずるとあって

武家の年中行事となり武具の展示などに発展

しました。そして、鯉のぼりを立てたり武者

人形を贈って祝うようになりました。

　　　　　（写真は板井の中島ゆきさん宅）
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昭和52年度予算のあらまし

一
般
会
』
計
．
弓
．
．
．
十
二
億
一
千
三
百
七
十
四
万
円

国
保
特
別
会
計
・
…
“
ゼ
一
億
六
千
九
百
六
十
四
万
八
千
円

水
道
特
別
会
計
…
…
一
億
三
干
八
百
二
十
七
万
六
千
円

村
の
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
は
、
三
月
に
開
か
れ
た

　
第
一
回
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
慎
重
に
審
議
さ
れ

　
　
〔
般
会
計
を
は
じ
め
国
民
健
康
保
険
・
水
道
事
業
会

　
　
　
計
な
ど
の
特
別
会
計
予
算
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

　
　
　
　
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
ま
し
を
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
す
。

村
税
の
三
億
八
十
六
万
三
千
円
、

出
金
で
は
、

一
千
円
で
、

す
る
と
、

な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
歳
出
の
お
も
な
も
の
を
金

　
　
　
　
　
額
の
多
い
順
に
項
目
別
に

見
ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

農
林
水
産
業
費

　
　
　
三
億
五
千
百
十
万
七
千
円

　
こ
の
歳
出
予
算
金
額
は
、
全
体
の
約

三
割
を
占
め
る
も
の
で
、
土
地
改
良
事

業
費
な
ら
び
に
、
同
和
対
策
基
盤
整
備

事
業
費
補
助
金
と
し
て
、
】
億
八
千
百

　
　
一
般
会
計

歳
入
歳
入
の
お
も
な
も

　
　
　
　
の
は
、
地
方
交
付

　
税
で
三
億
二
千
万
円
を
見

　
込
み
ま
し
た
。
つ
づ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
県
支

　
二
億
四
千
二
百
八
十
六
万

　
昨
年
の
当
初
予
算
と
比
較

全
体
で
四
六
・
八
％
と
大
幅

．
万
円
。
ま
た
、
農
道
整
備
八
路
線
と
、

近
代
農
村
建
設
事
業
費
と
し
て
三
路
線

分
の
五
千
六
百
万
円
な
ど
で
す
。

　
教
　
育
　
費

　
　
　
二
億
六
千
九
百
十
三
万
一
千
円

　
昨
年
に
比
較
し
て
一
三
八
％
と
大
幅

な
伸
び
と
な

り
、
学
校
教
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
円

育
や
社
会
教
表
千

育
幼
稚
園
訳
戦

運
営
に
必
要
内
ー

な
費
用
と
、
算

教
材
、
教
具
予

備
品
な
ど
の
入

整
備
充
実
の
歳

た
め
に
、
ま
計

た
、
社
会
体
会

育
振
興
を
は
般

か
る
た
め
の
一

体
育
館
建
設ノ

事
業
費
な
ど
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

総
　
務
　
費

　
　
　
一
億
五
千
百
三
十
八
万
五
千
円

　
こ
の
費
用
は
人
件
費
、
庁
舎
維
持
費

事
務
的
な
経
費
を
は
じ
め
、
集
会
所
建

設
費
補
助
金
や
区
の
運
営
補
助
金
な
ど

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

土
　
木
　
費

　
　
　
一
億
二
千
三
百
五
十
八
万
三
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
九
路
線
の
道
路
新
設

改
良
費
を
は
じ
め
、
用
地
費
や
補
償
料

な
ど
合
せ
て
｝

億
一
千
四
百
万

円
と
都
市
計
画

費
の
八
百
九
十

四
万
円
が
計
上

さ
れ
、
前
年
よ

り
三
六
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
民
生
費

　
九
千
四
百

　
二
十
八
万
円

　
各
種
福
祉
事

業
を
推
進
す
る

た
め
の
費
用
と

老
人
医
療
お
よ

び
保
育
所
運
営

費
や
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
補

区　　分 予算額 構成比
一世帯当り
（2，001世帯）

人ロー人当り
（8，740人）

1．村　　税 300，863 　％
24．8

　　　円
150，356

　　円
34，424

2．地方譲与税 22，500 1．9 11，244 2，574

　　自動車取得3．

　　税交付金
20，000 1．6 9，995 2，288

4．地方交付税 320，000 26．4 159，920 36，613

　　交通安全特5。

　　別交付金
900 450 103

　　分担金及び
6・負　担金 27，013 2．2 13，500 3，091

　　使用料及び7．

　　手　数　料
17，534 1．4 8，763 2，006

8．国庫支出金 91，638 7．6 45，796 10，485

9．県支出金 242，861 20．0 121，370 27，788

10．財産収入 1，094 0．1 547 125

11．寄附金 1

12．繰入金 70，000 5．8 34，983 8，009

13．繰越金 3，000 0．3 1，499 343

14．諸収入 5，036 0．4 2，517 577

15．村　　債 91i300 7．5 45，627 10，446

歳入合計 1，213，740 100．0 606，567 138，872

）
、

』
，

）〆
ン

助金
二
百
万
円
、
ま
た
児

童
福
祉
関
係
で
は
、
児

童
手
当
、
乳
児
医
療
費

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。㎜

篶
講

㎜
）
、
備
蘇
論

鷹縣

〔完成した成沢地内の防火水槽〕　回りに柵がありますが・小

さいお子さんが近づいたらどなたでも注意してあげてください。

防
火
水
槽
二
基
完
成

　
　
－
成
沢
坂
上
、
三
本
地
内
に
ー

　
こ
の
程
、
成
沢
坂
上
の
水
野
十
三
九

さ
ん
宅
前
の
以
前
池
だ
っ
た
場
所
に
、

貯
水
量
一
五
〇
立
方
m
の
貯
水
槽
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
本
地
内
の
志
村
宏
さ
ん
宅

西
に
も
貯
水
量
四
〇
立
方
m
の
埋
込
式

の
防
火
水
槽
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
工
事
費
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
百

六
十
一
万
円
と
、
二
百
十
万
円
の
費
用

が
か
か
り
ま
し
た
。
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消
　
防
　
費

　
五
千
六
百
七
十
二
万
四
千
円

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
常
備
消
防
負

担
金
四
千
六
百
五
十
一
万
円
を
は
じ
め

消
火
栓
の
設
置
費
や
水
道
管
の
布
設
替

え
工
事
費
な
ど
で
、
前
年
よ
り
二
〇
・

五
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

衛
　
生
　
費

　
　
四
千
九
百
十
八
万
五
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
、

生
活
環
境
な
ど
の
対
策
費
と
し
て
、
住

民
検
診
お
よ
び
各
種
予
防
接
種
事
業
費

不
燃
物
の
収
集
、
献
血
な
ど
の
費
用
や

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
管
理
費
な
ど
で

す
。
ま
た
、
同
和
対
策
事
業
の
一
環
と

し
て
、
墓
地
移
転
事
業
費
、
広
域
処
理

剛千位単一般会計歳出予算内訳表

計
画
に
よ
る
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
負

担
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
前
年
よ
り
、

一
〇
五
・
三
％
と
大
幅
な
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。国

保
特
別
会
計

区　　　分 予算額 構成比
一世帯当り
（2，001世帯）

人ロー人当り

（8，740人）

1．議　会　費 36，582 ’
3
掩 1＆2毘 4，1黒

2，総　務　費 151，385 12．5 75，655 17，321

3．民　生　費 94，280 7．8 47，116 ！0，787

4，衛　生　費 49，185 4．1 24，58Q 5，628

5．農林水産業費 351，107 28．9 175，466 40，172

6．商　工　費 3，882 0．3 1，940 444

7．土　木　費 123，583 10．2 61，761 14，140

8。消　防　費 56，724 4．7 28，348 6，490

9．教　育　費 269，131 22．1 134，498 30，793

10．公　債　費 75，880 6．3 37，921 8，682

11．諸支出金 1
12。予　備　費 2，000 0．1 1，000 229

歳出合計 1，213，740 100．0 606，567 138，872

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
保
総
予
算
額
の
八
九
・
六

％
を
占
め
る
保
険
給
付
費
は
、
昨
年
の

医
療
費
の
改
訂
や
自
然
上
昇
そ
の
ほ
か

老
人
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
に
よ
っ
て

大
幅
な
伸
び
を
示
し
、
収
支
予
算
額
は

前
年
に
く
ら
べ
二
七
・
一
％
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
付
費
の

増
加
に
と
も
な
っ
て
国
庫
補
助
金
の
増

額
が
見
込
ま
れ
、
前
年
よ
り
三
四
・
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
増
が
計
上
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
保
険
税
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
給
付
費
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
幅
ア
ッ
プ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
や
む
を
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
年
に
く
ら
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
・
五
％
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
税
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
の
増
加
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
財
源
不
足
を

　
　
　
　
　
　
　
　
補
う
た
め
、
基

　
　
　
　
　
　
　
　
金
か
ら
三
百
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
の
繰
入
れ
計

上
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
国
保
会
計
予
算
は
、

フ
の
と
お
り
で
す
。

その他の収入

　775千円
＼o．4％

靹国ll董国民健康
保険税
　61，328
　　千円
　36．2％

円
グ
ラ

　　　繰入金
　　　3，010千円

職賠
胃
ー
ー
1
弩
ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
題

㎝
水
道
事
業
会
計
㎜

　
毎
日
ご
使
用
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す

水
道
事
業
は
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
始

ま
っ
た
第
二
次
拡
張
工
事
が
今
年
で
最

後
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
工
事
中
は
大
変
み
な
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
い
ま
ま

で
の
よ
う
に
水
の
出
の
悪
い
所
や
水
圧

の
低
い
地
区
は
な
く
な
る
事
と
思
い
ま

す
。

　
五
十
二
年
度
の
予
算
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
本
年
度
業
務
予
定
量

　
給
水
戸
数
　
　
　
　
一
、
八
三
〇
戸

　
年
間
給
水
量
　
　
　
一
、
〇
一
六
㎡

　
一
日
平
均
給
水
量
　
二
、
七
八
六
㎡

その他の支出
　1，590干円
、　0．9％

鞠辱欝

費
円

設
千

施
0
7
％
　
費

健
1
5
　
祭

保
生
z
費
葬
円
　
円

響
鵬
鷺

　
　
高
助
8
　
粥
1

　
◎
収
益
的
収
人

　
　
水
道
事
業
収
益
八
O
、

　
　
営
業
収
益
　
　
八
O
、

　
　
営
業
外
収
益

　
　
特
別
利
益

　
◎
収
益
的
支
出

　
　
水
道
事
業
費
　
九
〇
、

　
　
営
業
費
用
　
　
五
一
、

農業後継者媒酌人
および婚姻届出者氏名
　　　　　　　（敬称略）

八
九
六
千
円

五
九
四
千
円

三
〇
一
千
円

　
　
一
千
円

一
五
九
千
円

八
五
七
千
円

　
営
業
外
費
用

　
特
別
損
失

　
予
備
費

◎
資
本
的
収
入

◎
資
本
的
支
出

　
本
年
度
で
は
、

三
八
、
二
〇
一
千
円

　
　
　
　
　
一
千
円

　
　
　
一
〇
〇
千
円

五
七
、
三
八
○
千
円

六
二
、
七
七
九
千
円

一
立
方
m
の
水
を
各

ご
家
庭
ま
で
送
る
の
に
七
六
円
と
高
く

つ
き
ま
す
。
一
滴
の
水
も
貴
重
な
資
源

で
す
。
大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

朧
糞
懸
籔
磯

　
　
　
　
農
業
後
継
者
縁
組
に

　
昨
年
一
年
間
に
、
農
家
へ
お
嫁
さ
ん

を
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
仲
人
さ
ん
に
、

さ
る
三
月
十
八
日
、
功
労
を
た
た
え
る

た
め
感
謝
状
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
四
十
三
年
に
農
業

後
継
者
の
嫁
不
足
解
消
の
一
助
に
な
れ

ば
と
発
足
し
た
も
の
で
す
。

　
褒
賞
金
も
二
千
円
だ
っ
た
の
が
今
回

五
千
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
状

な
ど
贈
ら
れ
た
か
た
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

媒　酌　人
住所・氏名

婚姻届出者
住所・氏名

須　賀　広

吉　田　　　清
（須賀広）徹　也

吉　田　久　子

樋　　　春

水　野　龍　夫
（御正新田）辰　夫

水　野　道　江

小　江　川

野　澤　　　實
（板用　幸　造
吉　野　春　子

成　　　沢

関　口　久　平
（1新田）征　芳

福　田　登茂子

板　　　井

篠場　佑　光
（板井）　健　二

吉　野　節　子

熊谷市万吉

小　林・棟　晴
（板掬『金　造
吉　野　美智子

熊谷市玉井団地

島　田　定　光
（押切）　智　明

新　井　百合子

熊谷市万吉

吉　田　武　雄
（小江川）繁　夫

大久保『幸　江

小　江　川

寺　山　寛　一
（野原）　勝彦
杉　田　京　子

御正新田
舟　橋　貞　助

（樋春）　雅　夫

茂　木　和　子
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難
慧
戴
欝
欝
“
《
擦
蝋
難

ー
機
械
植

　
中
苗
田
植
機
栽
培
の
育
苗
に
つ
い
て

特
に
次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
健
康
な

苗
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
、
良
い
床
土
の
準
備

　
良
い
床
土
は
、
水
は
け
、
水
も
ち
の

良
い
山
土
や
、
水
田
土
壌
が
適
し
ま
す
。

　
ま
た
土
の
酸
度
は
、
苗
立
ち
、
生
育

と
関
係
が
深
く
、
酸
度
四
、
五
～
五
、

五
位
が
適
当
で
す
。

二
、
種
子
消
毒

　
い
も
ち
病
、
馬
鹿
苗
病
、
心
枯
線
虫

病
を
防
除
す
る
た
め
、
バ
イ
ジ
ッ
ト
乳

剤
、
千
倍
液
と
、
ホ
ー
マ
イ
水
和
剤
の

二
百
倍
液
と
の
混
合
液
に
、
二
十
四
時

間
種
籾
を
つ
け
、
消
毒
後
は
水
洗
い
せ

ず
蔭
干
し
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
床
土
の
肥
料

　
育
苗
専
用
肥
料
（
八
・
八
・
八
）
で

一
箱
あ
た
り
、
五
～
七
グ
ラ
ム
が
適
当

で
す
。
た
だ
、
気
温
が
高
い
時
期
の
育

苗
で
肥
料
が
多
い
と
、
ム
レ
苗
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

四
、
播
種
量

　
厚
ま
き
は
さ
け
、
一
箱
あ
た
り
百
～

百
二
十
五
グ
ラ
ム
程
度
（
一
合
～
一
合

二
勺
）
を
ま
き
ま
し
ょ
う
。

五
、
設
置
床
の
肥
料

　
高
度
化
成
（
十
四
・
十
四
・
十
四
）

え
育
苗
ー

の
場
合
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
四
〇
～

五
〇
グ
ラ
ム
位
、
施
肥
し
ま
し
ょ
う
。

六
、
育
苗
管
理

　
苗
箱
を
設
置
し
た
ら
、
カ
ン
レ
イ
シ

ヤ
を
か
け
、
雀
害
、
ウ
ン
カ
等
の
防
止

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
　
（
直
射
光
線
よ

り
弱
い
光
線
の
方
が
生
育
が
よ
い
。
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
普
及
所
だ
よ
り

田
植
機
械
栽
培
ご
よ
み
な
ど
を
参
照
く

だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
最
近
ほ
場
整
備
や
機
械
化

の
普
及
お
よ
び
、
バ
ラ
播
な
ど
栽
培
技

術
の
向
上
に
よ
り
一
番
省
力
化
さ
れ
た

作
物
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
政
府
も
麦
作
り
運
動
を
進
め
て
お
り

昨
年
は
、
水
田
裏
作
麦
に
つ
い
て
は
、

一
〇
ア
ー
ル
当
り
五
千
円
、
本
年
は
、

六
千
円
の
奨
励
金
が
出
さ
れ
ま
す
。

　
価
格
も
、
各
種
奨
励
金
を
含
め
ま
す

と
、
小
麦
で
六
〇
㎏
あ
た
り
一
万
余
円

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
本
村
の
作
付
面
積
は
、
昨
年
は
畑
や

水
田
裏
作
を
含
め
て
一
六
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
し
た
が
、
本
年
は
、
一
九
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
で
は
、
特
に
水
田
裏
作
麦

に
着
目
し
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
を

取
ゆ
入
れ
て
、
農
地
の
賃
貸
借
の
簡
略

化
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
麦
の

作
付
面
積
を
拡
大
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
農
家
収
入
の
増
大
と
緑
豊

か
な
村
作
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

見
直
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
麦
作
り

作
付
面
積
も
増
加

　
ひ
と
こ
ろ
、
麦
作
り
は
労
力
や
価
格

の
点
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
し
た
。

水
田
総
合
利
用
対
策
（
謂
難
施
）

　
　
　
　
稲
作
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

　
駐
隼
度
か
ら
始
ま
っ
た
水
田
総
合
利

用
対
策
は
、
53
年
度
も
引
き
続
き
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
米
が
過
剰
と
な
っ
て
い
る

反
面
、
大
豆
・
野
菜
な
ど
他
の
食
糧
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
現
在
の
食
糧
事

情
を
改
善
し
、
平
均
し
た
国
の
食
糧
自

給
能
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

転
作
者
に
奨
励
金
が

　
44
年
に
稲
を
作
付
け
し
て
い
た
水
田

に
、
転
作
対
象
作
物
を
作
付
け
す
る
と

作
目
に
応
じ
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

転
作
特
別
加
算
金
の
新
設

今
回
新
し
く
、
転
作
特
別
加
算
金
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
小
字
を
単
位
と
す
る
地
区

内
で
、
全
体
の
転
作
面
積
と
特
定
作
目

と
の
転
作
面
積
が
、
一
定
面
積
よ
り
増

加
し
た
場
合
、
特
定
作
物
な
ど
に
か
か

る
転
作
に
つ
い
て
小
字
ぐ
る
み
で
特
別

加
算
金
一
万
円
が
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
作
物
と
は
、
大
豆
、
そ

ば
、
小
豆
、
飼
料
作
物
で
す
。

　
こ
の
水
田
総
合
利
用
対
策
に
つ
き
ま

し
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
産
業
課

ま
た
は
、
農
協
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
利
な
大
豆
に

　
　
　
　
転
作
し
ま
し
ょ
う

山
林
を
見
廻
り
ま
し
ょ
う

ト
松
の
大
敵
発
生
－

　
松
の
大
敵
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
村
内
の
松
に
も
被
害
を
及
ぼ
し
は

じ
め
て
い
ま
す
。
こ
の
虫
は
、
松
の
樹

体
内
に
侵
入
し
て
水
分
を
吸
収
し
、
木

が
乾
燥
状
態
と
な
り
、
赤
く
な
っ
て
枯

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
害
虫
の
大
き
さ
は
○
・
五
ミ
リ
位
で

肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
自
力
で
は
移
動
で
き
ず
、

五
月
末
か
ら
発
生
す
る
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
の
足
に
付
着
し
、
伝
染
病

と
同
じ
よ
う
に
急
速
に
広
ま
り
ま
す
。

　
消
、
毒
剤
ど
し
て
は
、
ス
ミ
チ
オ
ン
、

千
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
被
害
木
が
で
た
ら
、
伐
採
し

焼
却
す
る
の
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

山
林
の
雑
草

ク
ズ
を
退
治
し
ま
し
ょ
う

　
山
林
に
入
っ
て
行
く
と
、
ツ
ル
の
よ

う
な
雑
草
が
樹
木
に
巻
き
つ
い
た
り
、

ま
た
、
覆
い
か
か
っ
た
り
し
て
い
る
の

を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ツ
ル
は
、
ク
ズ
と
言
っ
て

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
日
照
や
通

風
を
さ
え
ぎ
り
樹
木
に
大
き
な
害
を
与

え
ま
す
。
除
草
剤
と
し
て
は
、
ケ
イ
ピ

ン
が
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ケ
イ
ピ
ン
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
森
林
組
合
（

産
業
課
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

）

）

　ノ

ノ
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同
和
問
題
シ
リ
ー
ズ

一
部
落
の

e
江
戸
幕
府

差
別
の
強
化
…
…
…
川

　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
幕
府
や
大
名
の

　
　
　
　
　
　
　
差
別
的
な
政
策
が
、
農
民

　
　
　
　
　
　
　
と
の
間
に
深
い
対
立
を
生

歴
史
　
じ
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
一
揆
が
続
発
し
た

　
　
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け

　
　
て
、
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
他
の
身
分
の
人
た
ち
と
の
交
際
や
結

　
こ
の
よ
う
な
農
民
の
要
求
に
対
し
、

幕
府
や
大
名
は
、
　
「
上
み
て
く
ら
す
な

下
み
て
く
ら
せ
」
と
い
っ
て
、
身
分
が

低
く
、
貧
し
い
え
た
・
非
人
の
存
在
を

強
調
し
な
が
ら
、
農
民
の
不
満
を
そ
ら

せ
よ
う
と
し
た
の
で
し
た
。

　
幕
府
の
え
た
・
非
人
に
対
す
る
政
策

は
、
は
じ
め
か
ら
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。

　
村
は
ず
れ
の
不
便
な
所
、
川
岸
や
山

か
げ
の
農
業
に
む
か
な
い
所
に
住
居
を

き
め
ま
し
た
。
え
た
・
非
人
身
分
の
人

た
ち
の
住
居
と
し
て
決
め
ら
れ
た

と
こ
ろ
を
、
現
在
（
被
差
別
）
部
落

（
同
和
地
区
）
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
で
生
活
が
で
き
な
い
部
落
の
人

び
と
は
、
竹
や
わ
ら
な
ど
の
細
工
物
や

牛
馬
の
皮
を
材
料
と
す
る
手
工
業
に
よ

っ
て
収
入
を
得
、
生
活
を
支
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
東
地
方
の
部
落
の
人
々
は

街
道
筋
や
城
下
町
の
は
ず
れ
に
住
ま
わ

さ
れ
、
犯
罪
の
と
り
し
ま
り
や
、
犯
人

の
処
刑
を
命
じ
ら
れ
た
り
、
農
民
の
生

活
や
そ
の
不
穏
な
動
き
な
ど
を
探
索
す

る
長
吏
と
い
う
下
級
役
人
の
仕
事
を
さ

せ
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

婚
を
禁
止
し
、
村
の
神
社
の
氏
子
か
ら

は
ず
し
、
髪
形
や
服
装
や
は
き
も
の
な

ど
、
特
別
そ
ま
つ
な
物
を
使
う
こ
と
な

ど
を
き
び
し
く
命
じ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
多

　
　
　
P
三
．
7
　
　
・
　
　
，
　
　
〆
1
冨

　
　
　
巧
一
－
励
・
ビ
　
　
冴

ゆ
瀞
　
冨

　
　
　
　
O

～

7甥

，
　
￥

　
こ
う
し
て
、
身
分
に
よ
る
差
別
、
家

柄
に
よ
る
差
別
、
性
別
に
よ
る
差
別
な
晶

ど
が
あ
た
り
ま
え
な
こ
と
に
な
り
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

合
理
な
こ
と
も
「
長
い
も
の
に
は
巻
か

れ
ろ
」
と
い
う
あ
き
ら
め
の
気
持
が
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
五
公
五
民
と

い
わ
れ
る
き
び
し
い
年
貢
の
と
り
た
て

に
対
し
て
農
民
は
、
　
「
ま
だ
下
が
あ
る
」

と
い
わ
れ
て
、
不
満
を
そ
ら
さ
れ
て
い

民
衆
を
支
配
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
身

対
立
を
生
み
だ
し
、
部
落
の
人
び
と
に

対
す
る
差
別
は
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
長
い
間
、
き
び
し
い
身

分
制
度
の
も
と
で
く
ら
し
た
人
び
と
の

部
落
に
対
す
る
差
別
意
識
も
し
だ
い
に

根
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
教
育
局
同
和
教
育
課
、
わ
た

市
町
村
交
通
災
害
共
済

　
　
　
集
計
結
果

　
こ
の
三
月
に
各
字
の
区
長
さ
ん
や
学

校
に
お
ね
が
い
し
て
取
ま
と
め
て
い
た

だ
い
た
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
五
二
年
度
）

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
民
衆
の
大
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吊

多
数
を
占
め
る
農
民
と
部
落
の
人
た
ち
晶

が
、
団
結
し
て
支
配
者
に
反
抗
す
る
こ
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
恐
れ
た
幕
府
が
、
分
裂
支
配
の
方
晶

法
と
し
て
部
落
差
別
を
利
用
し
た
も
の
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

で
あ
り
、
ゆ
き
づ
ま
っ
た
幕
府
の
財
政
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

を
た
て
な
お
す
た
め
、
農
民
か
ら
年
貢
皿
…

を
き
び
し
く
と
り
た
て
る
た
め
に
行
な
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

っ
た
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

　
や
が
て
、
部
落
の
人
び
と
は
、
自
分
吊

た
ち
が
差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
…

き
、
農
民
と
一
緒
に
な
っ
て
立
ち
上
が
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

っ
た
り
、
大
名
の
き
め
た
不
合
理
な
規
m

則
に
対
し
て
一
揆
を
起
こ
し
て
闘
う
よ
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吊

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
幕
府
が
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

分
制
度
は
、
同
じ
民
衆
の
間
に
大
き
な
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
…

　
し
た
ち
の
同
和
問
題
第
三
集
よ
り
）
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
子
　
供
　
　
一
、
五
九
六
人

　
大
人
　
四
、
九
六
二
人

会
費
総
計
　
二
百
四
十
九
万
八
千
円

見
舞
金
の
請
求

　
　
　
　
六
か
月
以
内
に

　
加
入
者
で
、
も
し
万
一
事
故
に
あ
っ

た
ら
、
事
故
発
生
の
日
か
ら
六
か
月
以

内
に
、
役
場
総
務
課
に
見
舞
金
の
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
五
十
一
年
度

　
　
　
　
見
舞
金
支
給
額

　
昨
年
度
、
不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
わ

れ
た
件
数
、
お
よ
び
支
給
さ
れ
た
見
舞

金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
年
々
増

鱒
懸

加
の
傾
向
に
あ
り
、
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
発
生
件
数
　
二
〇
件
（
こ
の
内
、
死

　
　
　
　
　
　
亡
事
故
三
件
）

　
見
舞
金
支
給
額

　
　
　
　
　
　
二
百
九
十
一
万
五
千
円

鋒

欝
．
婁夢

冠
ト
・

貞
　
，

毎
月
十
日
は
…

　
交
通
安
全
日

一ゆっくり

走ろう運動一
運転の見栄と
見せ場が命とり

　
昨
年
一
年
間
に
県
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
、
一
万
九
千
七
百
八
十
九
件

　
　
　
た
に
も
達
し
ま
し
た
。

　
　
　
し
　
そ
し
て
、
事
故
原
因
の

　
　
　
㎜
ま

　
　
　
㎜
け
ほ
と
ん
ど
が
ス
ピ
ー
ド
の

　
　
　
舗
出
し
す
ぎ
に
よ
る
も
の
で

　
　
　
瀟
よ
し
た
。

　
　
　
を

　
　
　
、
」
　
ゆ
っ
く
り
走
る
と

　
　
　
｝
動
　
ゆ
っ
く
り
走
る
こ
と
に

　
　
　
酬
運

　
　
　
棚
う
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
効

　
　
　
轟
ろ

　
　
　
騨
走
果
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
・
り
◎
大
事
故
が
防
げ
ま
す
。

　
　
　
ら
く

　
　
　
㌔
つ
◎
交
通
公
害
が
少
な
く
な

灘
◎
難
く
ミ

麗
繍
◎
ガ
ソ
リ
ン
が
節
約
で
き

　
　
　
㎜
∞
穿
真
春
の
安
全
期
躍

　
　
　
㎜
通
両
駐
在
所
の
協
力
に
よ
り
、

　
　
　
顯
交

　
　
　
　
の
街
頭
で
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付

　
　
　
馨
を
い
た
し
ま
し
た
）
。
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印
紙
税
は
、
　
「
契
約

す
施
書
」
「
手
形
」
「
委
任

ま
実
状
」
「
領
収
書
」
な
ど

」
こ
　
　
　
の
一
定
の
文
書
に
ふ
つ

レ
‘
ら

欝
か
鴛
籍
鱒

力
1
0
日

が
が
1
勧
脈
嘘
噸
㈹
淑
齢
岬
陥

額
円
月
て
納
め
る
税
金
で
宛

税
0
5

紙
5
の
改
耐
㌍
認
履
琳
鱒

印
こ
五
月
百
か
昏
税
額

が
か
わ
り
ま
す
。

　
お
も
な
改
正
点

○
今
ま
で
五
〇
円
の
印
紙
税
が
課
せ
ら

　
れ
て
い
た
文
書
は
す
べ
て
、
一
〇
〇

　
円
に
な
り
ま
し
た
。

○
継
続
的
取
引
き
の
契
約
書
、
判
取
帳

　
な
ど
の
印
紙
税
も
一
一
倍
に
な
り
ま
し

　
た
。

○
そ
の
他
に
も
改
正
点
が
た
く
さ
ん
あ

　
り
ま
す
が
、
く
わ
し
く
は
、
税
務
署

　
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
印
紙
税
を
誤
っ
て
納
め
た
と
き
は

　
印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
宴
書
を
、
税

が
か
か
る
も
の
と
考
え
て
、
印
紙
を
は

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
印
紙
税
と
し
て
定

め
ら
れ
た
金
額
以
上
の
印
紙
を
は
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
そ
の
文
書
を
所
轄

の
税
務
署
に
提
示
し
、
一
定
の
手
続
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
誤
っ
て
納
め
た
印

紙
税
額
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
印
紙
税
を
納
め
な
か
っ
た
と
き
は

　
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
を
つ
く
っ
た

人
が
、
印
紙
税
を
納
め
な
か
っ
た
と
き

は
、
税
が
か
か
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た

り
、
忘
れ
た
場
合
で
も
、
納
め
な
か
っ

た
印
紙
税
の
三
倍
の
過
怠
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
消
印
し
な
か
っ
た
時

も
、
そ
の
消
印
し
な
か
っ
た
印
紙
の
金

額
と
同
じ
額
の
過
怠
金
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

相
続
と
税
金

　
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
、
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
か
か
る
の
が
相
続
税
で
す
。

　
こ
れ
は
、
相
続
や
遺
贈
に
ょ
っ
て
も

ら
っ
た
「
正
味
の
遺
産
総
額
」
が
「
遺

産
に
係
る
基
礎
控
除
額
」
を
超
え
る
と

き
に
そ
の
超
え
た
部
分
に
課
税
さ
れ
る

も
の
で
す
。
、

　
遺
産
を
相
続
し
た
場
合
、
原
則
と
し

て
、
相
続
し
た
財
産
の
全
て
に
対
し
て

相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

相
続
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
墓
所
、
仏
壇
、
祭
具
な
ど
。

、
イ
ィ
ィ
ノ
7
7
ン
7
7
ン
7
ン
7
，
．
マ

㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

一、へ5月の納税～

軽自動車税…全期

納期限…5月31日

　　　◇納税は

　　　　　日掛け月掛け

　　　　　　　’じ・カfけ◇

、●、恥、㌧、ら、亀、い、●、◎、㌧、嚇、い、■、◎、働、ら、

　
ρ
’
ρ
’
ρ
ノ
ρ
’
ρ
’
ρ
’
ρ
！
ρ
！
9
’
θ
！
9
’
9
’
9
／
9
己

○
死
亡
保
険
金
の
合
計
額
の
う
ち
、
二

　
百
五
十
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を

　
か
け
た
金
額
。

○
死
亡
退
職
金
の
う
ち
、
二
百
万
円
に

　
法
定
相
続
人
の
数
を
か
け
た
金
額
な

　
ど
で
す
。

ま
た
、
遺
族
が
受
取
っ
た
香
典
な
ど
も

税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
詳
し
く
は
税
務
署
の
税
務
相
談
室
で

　
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

魁
縫
謝
口

　
国
民
年
金
は
、
家
計
が
苦
し
か
っ
た

り
、
失
業
や
災
害
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て
も
、
年
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
免
除
の
制
度
に
ほ
法
楚
免
除
と

申
請
免
除
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
免
除
の
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。
　
（
く
わ
し
く
は
住

民
課
、
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）
。

子
宮
ガ
ン
ρ
雛
一
度
は

　
恐
ろ
し
い
子
宮
ガ
ン
も
、
早
期
発
見

に
ょ
っ
て
完
全

に
治
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し

か
し
、
極
く
初

期
で
は
無
症
状

な
こ
と
が
多
く

自
覚
的
に
は
、

何
と
も
な
い
と

思
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
よ
う

で
す
。
従
来
初

期
症
状
と
い
わ

れ
て
い
る
不
正

出
血
、
お
り
も

の
の
異
常
な
ど

も
、
も
ち
ろ
ん

な
い
場
合
が
多

い
の
で
す
。

　
ガ
ン
が
進
行

す
る
に
従
っ
て

不
正
出
血
や
お

り
も
の
の
異
常

が
現
わ
れ
ま
す
。

　
即
ち
、
性
交

時
ま
た
は
、
排

便
で
い
き
ん
だ

時
な
ど
僅
か
に

　
人
事
異
動

　
　
　
　
▽
　
小
　
　
学

○
校
　
長

　
　
新
任
校

　
大
里
教
育
事
務
所

　
江
南
南
小
校
長

　
　
　
げ

○
教
諭
・
助
教
諭
等

』
江
南
南
小
教
諭

　
江
南
南
小
養
護
教
諭

　
市
田
小
教
諭

　
退
　
職

　
　
　
　
▽
　
中
　
　
学

○
教
諭
等

　
北
川
辺
中
教
諭

　
江
南
中
教
諭

　
用
土
小
助
教
諭

　
江
南
中
事
務
嘱
託

　
　
　
　
▽
　
幼
稚
園
・

○
教
諭
・
保
母

　
江
南
幼
稚
園
教
諭

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
保
育
所
保
母

　
　
　
　
▽

○
各
字
で
、
お
骨
お
り

　
い
た
だ
い
て
お
り
ま

　
す
区
長
さ
ん
に
も
下

　
記
の
と
お
り
交
替
が

　
あ
り
ま
し
た
。

新
年
度
に
な
り
、
先
生
や
区
長
さ
ん

に
次
の
と
お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た

　
校　

前
　
任
校
　
　
　
氏
名

（
江
南
南
小
校
長
）
　
戸
井
田
経
世

（
大
幡
小
校
長
）
　
　
寺
山
寛
一

（
休
　
職
）
　
　
　
　
吉
田
す
ま
子

（
新
採
用
）
　
　
　
松
本
典
子

（
江
南
南
小
助
教
諭
）
角
田
郁
代

（
江
南
南
小
講
師
）
　
大
麻
美
江
子

校

　
（
江
南
中
教
諭
）
　
　
塩
原
典
子

　
（
北
川
辺
中
教
諭
）
　
角
田
裕
美

　
（
江
南
中
事
務
嘱
託
）
石
河
信
雅

　
（
新
採
用
）
　
　
　
島
田
秀
樹

保
育
園

　
　
　
　
　
（
新
採
用
）
　
　
　
　
今
井
紀
子

　
　
　
　
　
（
新
採
用
）
　
　
　
　
宅
森
喜
美
子

　
　
　
　
　
（
新
採
用
）
　
　
　
　
柴
崎
保
子

役
職
員
交
替

　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

　
　
　
　
　
三
本
　
　
志
村
正
（
長
谷
川
高
雄
）

　
　
　
　
　
塩
　
　
　
中
島
儀
一

　
　
　
　
　
上
新
田
　
岩
間
喜
久
一
（
福
田
秀
治
）

出
血
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
一
〇
〇
％
治
る
よ
う
な
極
く
初
期
の

時
期
で
は
無
症
状
の
も
の
が
多
く
健
康

診
断
（
ガ
ン
検
診
）
を
う
け
る
よ
り
他

に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ン
検
診
の

間
隔
は
ど
の
位
い
で
行
な
え
ば
よ
い
か

は
学
者
に
よ
っ
て
多
少
意
見
が
異
な
り

ま
す
が
、
多
く
の
人
は
一
年
一
回
で
よ

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
も
検
診
日
を
設
け
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
は
、
お
っ
く
う
が
ら
ず
に
検

診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

4
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